























されている。イヌイットがイヌイット語で会話ができる率は 3 人に 2 人（Aboriginal 
Statistics at a Glance 2nd Edition 2015: 16）であり、イヌイット語は現在でもある程度保




















（１）1998年のドレ他（Dorais et. al.）と比較して、イカルイトでは家庭でも職場でも 
イヌイット語の使用は半減かそれ以下になっており、大幅に減少している。 
（２）イヌイット語を話す力、読む力とも年々減少しており、若い世代の 36％はイヌイッ









































































 ヌナブト準州は、”今“が一番大切な時である。20 代の英語化が進んでいるが、30 代以
上はかなりイヌイット語を保持しているので、若い世代にイヌイット語やイヌイット文化
を継承する努力を惜しまないで欲しい。         
 
